
図書館情報交流会in大分（平成30年度第2回大分県公立図書館等職員研修会）

デジタルアーカイブ活動
~北摂アーカイブス事業~

豊中市立図書館／西口光夫・上杉朋子



豊中市の概要

人口約40万人の中核市

昭和20（1945）年開館

4地域館・4分館・1分

室・2図書室・動く図書館

高校野球・高校サッカー

・高校ラグビー発祥の地

最近では･･･



本日の内容

北摂アーカイブス開設

現在の活動
編集発信・写真展・講演会・とよ散歩

まとめ
一枚の写真から繋がるひとと地域



北摂アーカイブス開設



北摂アーカイブスを考えた背景

 図書館として、地域情報の
収集を担う役割

 生涯学習における情報提供
の充実

 IＣＴによる「利用者参加
型」のコンテンツの浸透

 住民の集合知の活用

 レファレンス協同データ
ベース始動

住民こそ地域情報の担い手

行政区域≠地域情報



住民参加によるウィキ型地域情報データベー
スに関する研究（LASDEC）2008年度

 共同調査研究団体
大阪府池田市、吹田市、豊中市、箕面市及び
東京都三鷹市

 共同調査研究の助言者 （敬称略）
大阪大学大学院 （准）教授
財団法人関西情報産業活性化センター
（特活）とよなか市民活動ネットきずな
（特活）市民活動フォーラムみのお

 研究協力 株式会社スマートバリュー
美麻地域づくり会議の皆さん
葛飾区立図書館の皆さん



北摂アーカイブス始動
文部科学省「図書館・博物館における地域の知の拠点推進事業」受託

 実行委員会設立
豊中市、箕面市、市民団体及び学識経験者からなる豊中・箕面地域
情報アーカイブ化事業実行委員会を設置し、事業の方針その他の事
業の実施に係る検討

 協議内容
 収集するコンテンツ

 利用規約・広報周知方法

 必要とされる人材とその確保

 報告書作成（動く図書館60周年冊子など）…



事業化するために

 利用規約などの整備

 プロバイダー責任制限法に定められた措置
の遵守

 責任範囲を明確化する

 この事業の主役は…「地域住民」
×ボランティア（無償で使いやすい人）

△サポーター（図書館を支える人）

○地域フォトエディター（自ら情報を編集・発信する人）



現在の活動



レファレンスの結果が
地域資料になってかえってくる・・・これは！



現在の活動

 Webページの更新

 写真展

 講演会

 とよ散歩



Webページの更新

 デジタル化した写真データの公開

 ブログでの発信

 平成29年度から 広報誌の連載とのタイアップ

コンテンツ（写真）の充実と定期的なページの更新



写真展
 平成22（201０）年度：豊中市役所など

 平成23（201１）年度：服部図書館／蛍池図書館など

 平成24（201２）年度：蛍池図書館など

 平成25（201３）年度：蛍池図書館など

 平成26（2014）年度：蛍池図書館など

 平成27（2015）年度：蛍池図書館／市民活動情報サロン

 平成28（2016）年度：市制80周年記念市内各所多数

 平成29（2017）年度：蛍池図書館／千里図書館など



講演会の開催

 平成23（2011）年度：スイーツのまちとよなか
 講師：三宅正弘さん (武庫川女子大准教授)

 平成24（2012）年度：万博よもやまばなし
 講師：白井達郎さん(万博ミュージアム館長)

 平成25（2013）年度：豊中駅周辺のあゆみ
 講師：中右吉信さん（豊中連合自治会会長）

 平成26（2014）年度：カフェパウリスタと珈琲文化
 講師：長谷川泰三さん(日東珈琲株式会社元社長)



講演会の開催

 平成27（2015）年度：

 がんばれ！ラグビー日本代表

高校ラグビー発祥の地・豊中から応援しよう
 講師：川村幸治さん(大阪国際大学・同短期大学副学長)

 「豊中駅周辺、いまむかし」（写真展ギャラリートーク）
 講師：中右吉信さん（エトレ豊中管理組合法人理事長）、

 講師：土橋房治さん（新免会）

 平成28（2016）年度：能勢街道の風景

～その変遷をさぐる～
 講師：瀧健三さん（NPO法人とよなか･歴史と文化の会）



とよ散歩

ウィキペディアタウン
in豊中
同時開催：諸国・浪漫

マッピングパーティー



とよ散歩

 協力

NPO法人とよなか・歴史と文化の会【まち歩き案内人】

オープンデータ京都実践会

【ウィキペディア・OSM編集】

 まち歩きで市内の名所・旧跡をたずねて案内人の説明を
聞く

 興味を持ったことについて図書館の資料で調査

 ウィキペディアとオープンストリートマップ（OSM）の
編集を行う



とよ散歩、から

武田幸司さんの「旅鉄Gate」http://tabitetu-gate.net/ より



まとめ



当初の事業イメージ（地域情報の循環）
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    ※エディターの方々へのインセンティブ、実費負担は…（活動要件の向上） 

北摂アーカイブスは北摂地域

に散在する記録を収集、整理

し 電子データとして保存、

ホームページとして編集して

広く地域の住民へ公開する。 
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○アクセス数、参加者の増加 

○フォトエディター、活動参加

希望者の増加 

     ↓ 
○残すべき地域情報（資産）が 

 発掘・発見される。 
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課題

 人材

 「ワカモノ、バカモノ、ヨソモノ」＋地域住民

 コンテンツ

 残る写真は「家族写真」、「なにが珍しいの？」

 著作権

 改正著作権法／所有権との関係

 事業費

 ボランティア保険／実費

 発信方法（操作方法・SNS）

 二つのシステムを動かす？

 Webページ、twitter、Facebook、インスタグラム･･･



まとめ

 文化機関／情報機関としての図書館の任務
地域資産（写真）は「ある」ものではなく「なる」もの。

地域情報はふかい！

 教育機関／社会参加としての図書館の任務
地域フォトエディター（講師であり受講者でもある）

市民のもつ知恵／知識はすごい！

 図書館は「教えあいながら学びあい、学びあいながら教えあ
う」場。主役は･･･その成果を整理・保存・発信する

1枚の写真から地域住民が集まり、つながって・交流する場にしていきたい


